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HyOxMIB水溶化・油溶化コロイドミネラル粉末の使用法 
 
ＨｙＯｘＭＩＢミネラルは、水が美味しくなるシリカをはじめとして自然界の鉱物

から生体に必須な２０元素（ﾅﾄﾘｳﾑ、ｶﾘｳﾑ、ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ､ﾘﾝ、鉄、亜鉛、銅、ﾏﾝｶﾞﾝ、

ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ、ｾﾚﾆｳﾑ、ｸﾛﾑ、ﾆｯｹﾙ、ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ、ﾘﾁﾕﾑ、ｺﾊﾞﾙﾄ、ヨウ素、ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ、ホウ素、ｽﾄﾛ

ﾝﾁｳﾑ、ﾁﾀﾝ、ｼﾞﾙｺﾆｳﾑ、ｱﾙﾐﾆｳﾑ等）余りを採り出すことでバランス良く調合し、薬品等

により化学処理することなく、自然界の雷放電の仕組みを物理的に再現した特許出願

中の新開発 HyOxMIB 反応炉によって作りました。製法の詳細は特許公開２００４－
７４１５０号を参照ください。水が分解して発生した水素と酸素を各種元素の鉱物結

晶中に閉じ込めたのが最大の特徴でとなっています。このため、水や油にコロイドと

なって溶化する高濃度水素・酸素水を作り出すことができます。 
 試験開始に当っては、２０元素余り配合した HyOxMIB（A級：効能 強）ミネラル， 
食品添加物及び飼料添加物として添加が認められた鉱物元素を配合した１０元素（ｼﾘｶ、

ﾅﾄﾘｳﾑ、ｶﾘｳﾑ、ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ、鉄、亜鉛、ﾏﾝｶﾞﾝ、ﾘﾝ、ヨウ素、ｺﾊﾞﾙﾄ、銅）余りの

HyOxMIB（C級：効能 弱）の２種類を準備する予定。 
使用法 
① ＨｙＯｘ-ＭＩＢミネラルは、微粉末が点眼容器に入っています。点眼容器の蓋を
取って、下に向けてボディを絞ると粉体が噴射されるようになっています。１回

当りの噴射量はおよそ２～５ｍｇ程度です。 
② 先ず、１００L水槽から水約５００ｃｃを取ってペットボトル等に移してくださ
い。（２００L水槽なら、水約１０００ｃｃを取ってください。） 

③ この５００ｃｃペットボトルの水に点眼容器のHyOxMIBを２回程度噴射してく
ださい。（１０００ｃｃペットボトルの場合は HyOxMIBを４回程度噴射してく
ださい。） 

④ HyOxMIBの粉体が入ったペットボトルを振って溶かしてください。 
⑤ HyOxMIBを溶かした水は、そのまま、２４時間放置してください。 
⑥ 上記の２４時間放置したHyOxMIB水を１００L水槽なら最初は約１０ｃｃ程度
を水槽に投入するところからはじめてください。２００L水槽なら約２０ｃｃと
なります。これを水槽中への投入について、朝又は夕方の毎日１回だけ、行って

ください。もし、効果がなく、魚も元気な様子なら、更に１０ｃｃ又は２０ｃｃ

ずつ増やしてもらって結構です。最終的には、１００L水槽なら、毎日１回投入
する HyOxMIB水を１００ｃｃまで、２００L水槽なら、２００ｃｃまで増やす
ことができます。 

 
注意事項 
 ①HyOxMIB粉体には、生体に有害な無機元素成分は一切入っていませんので、基本 
的に、０．５ｇ程度の粉体を人が誤って飲用しても危険性はありませんが、念のた

め、取扱いには注意して、飲用することのないようにお願いします。 
 ②上記の HyOxMIBは、基本的に、最新の科学技術を駆使して造った世界初とも言

える水溶化・油溶化無機鉱物の粉体であります。特に、（水？）陸の植物栽培の育

成には、驚異的とも言える効果が徐々に確認されるようになっています。但し、効

果が大きい分、一部の魚種には有害となることがないとは言えません。ある程度の

リスクがあることをご理解願います。 
 ③HyOxMIB粉体は、水草を栽培していない水槽には、決して使用しないでください。



植物が、微量要素のミネラルを吸収しますので、水草が一切入っていない水槽にお

きましては、水槽内に蓄積する恐れがあって、一部の魚種に有害となる恐れがあり

ます。 
 
試験方法 
 ①厳密には、同一種類の水草、同一種類の魚種がいる水槽２台が必要となり、そのう

ち、Aの水槽は通常使用とし、Bの水槽について、HyOxMIBの粉体を上記使用方
法に従って試験するのが望ましい。 

 ②但し、現在の飼育環境について、水草の生育速度や、魚種毎の調子のメモ（又は把

握）があれば、HyOxMIB粉体使用後の水草の生育速度や、魚種毎の調子の優劣を
評価してデータが採取できれば、これを良しとします（経験者としての主観でも構

いません）。 
 ③水質のデータについて、アンモニウムイオン、亜硝酸イオン、硝酸イオン、PH等

の変動を追跡してもらえれば、尚結構だと思います。 
 ④要は，試験者が継続して使いたくなるかどうかがポイントです。 
 
試験スケジュール 

効能強の HyOxMIBの（A級）及び効能弱の（Ｃ級）とも、およそ、試験期間と
しては３ヶ月程度とします。 

 
試験条件と採取すべき試験データ 

・水草の本来の色合いはどうか？ 
・水草の成長の速度 
・水の汚れ具合（水質の変化） 
・水替えの頻度はどう変化したか？ 

 
  明示してほしい条件 
  ・底床の種類 
  ・水草の種類、名称 
  ・魚種と魚種毎の匹数 
  ・水槽の大きさ 
  ・ろ過の方式 

・水替えの頻度はどうか？ 
  ・底床の肥料の有無 
   
                                  以 上 
 


